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スーパーバイズ研修
1月25 日、東京都 立松沢病 院で看護 師長 で あ る北野進 氏 をお迎 え し

て、スーパーバイズ研修 を開催 しま した。
研修 内容 としま しては 「ア ンガーマネ ジメン ト～ よ り良い支援 を行

うための怒 りの トレーニ ング～」 を題材 に、利用者支援 に関わ る感情
の コン トロール方法 な どを学び、サー ビスの質 の向上 を図 るための良
レ、機会 とな りま した

日頃の利用者支蠢/ 振 り返 る機会 で もあ り、参加 した職員 は熱心 に
受講 していま した。今後 は、参加 した職員 が今 回の研修 内容 を各寮 に
て報告 し、共有す る事で、施設全体のサー ビスの質の向上 に繋 げてい
きます。 けや き寮 青木 佑介
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「笑顔満開 !
春が生まれる福祉園 J>」

福祉セ ミナー
12月2 日、神奈川 県立 中井や まゆ り園の小林克 己氏 をお迎 え して福祉

セ ミナー 「自閉症 の特性 と支援 について」 を開催 しま した。福祉 セ ミ
ナーでは園の職員 だ けではな く、近 隣施設や地域 の方 な ど、多 くの方
が参加 され ま した。

研修 では 自閉症 の特性や支援 だ けではな く、や まゆ り園泉寮 の紹介 ¦
や事例 、強度行動 障害 について もご講義いただ きま した。特性 を知 る
こ との大切 さ、環境調整や 自閉症 の支援 ポイ ン トとされ る 「構造化 」
での支援方法 を学び、今後の利用者支援 に役立つ研修 とな りま した。

あや め寮 石井 夏美

•JIL
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7 本年度、重度高齢者寮に配属 とな りました。保育の専門職 とし \
\ て入職 し、介護の勉強をした事がなかった私にとって、介護度の Z
7 高い職場での支援は大きな不安で した。 \
\ ですが、先輩職員の方のフォローやア ドバイス、また研修に参 Z
/ 加 した事で不安を少 しずつ解消す る事ができました。次年度は、 \
\ 1 年間学んだ事、研修等で得た事を生か していけた らと考えてい Z
) ます。今後 もより一層精進 したいと思います。 よろしくお願い致 \

します。 « 新任職員» まつば寮 川村 章華 Z

ヽ ヽ
み 年一年 を掘 り迅って… .
X は じめは、 日々の支援に対 して多 くの不安を感 じてお りま したノ
/ しか し、先輩職員からの的確なア ドバイスや多岐にわたる研修、 \
' また利用者の皆 さんからの温かい声掛けを頂いたことで、少 しず Z
7つ不安を解消することができました。また学び、実践に繋げるこ X
、 とができ、充実 した1年を過 ごす ことができました。 この学びを生/
/ か し、今後はより利用者の皆 さんに寄 り添った支援を心掛けていき'
、たいと思いますので、よろしくお願い致 します。 Z
/ ’ « 新任職員» れんげ寮 山田 祐菜 K

本年度から千葉福祉園で勤務することにな りました。昨年度ま Z
ノでは、児童養護施設で勤務 していたため、利用者支援の方法や考 \

え方に児童養護 と通ずるところがあることに少 し安心 していまし y
たが、初めての分野に、当初は戸惑 う事ばか りで した。 \

しか し、保護者や職員の方々の温かいご指導や励 ましの言葉に )
支えられ、何 とか一年が経 とうとしています。今後 もご迷惑をお <
かけする事が多々あるかと思いますが、どうぞよろ しくお願い致 ｝
します。 « 転入職員» のぞみ寮 嶋貫 琢郎K
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12月25日、ク リスマス会が行われま した。
美味 しい料理 とケーキを食べ、サンタクロー
スか らプ レゼ ン トが配 られ ま した。

会では利用者 の皆 さんが、福祉 園音頭 と
Y M C A を歌い、踊 りま した。

保護者の方のピアノ演奏によるコーラス、
そ してボ ランテ ィアの方 々の手話 コー ラス
とフラダンスで大いに盛 り上が りま した。
皆 さんの笑顔 が沢 山見 られ、心温ま る会 に

ご理解 、 ご協力頂いたボ ランテ ィアの皆
様 、保護者 の皆様 に感謝 申 し上 げます。

あ じさい寮 山中真理子

なのはな寮 の ク リスマ ス会 はボ ランテ ィアで フォ
ルザ木更津 さん と沢登 さんを招 き、 よさこい踊 りと
歌 を披露 して頂 きま した。歌や踊 りが好 きな、なの
はな寮 の皆 さんは一緒 に歌 った り踊 った りして、 と
て も盛 り上がっていま した。保護者 の皆様 もそんな
利用者 の皆 さんの笑顔 を見て顔 を綻ばせていま した。
最後 にはサ ンタクロースか らプ レゼ ン トが配 られ、
皆 さん とて も喜 んでいま した。

なのはな寮 児 玉 沙織

t__

12月24 日、つ くし寮 内で ク リスマス会 を行 いま した。 日中
は寮 内の飾 りつ けや ツ リーの準備 を行 い、児童 の皆 さん も
積極 的 に協力 してい ま した。 17時半か ら食 事会 を始 め、カ
ラオケや ビンゴを楽 しみ ま した。 最後 はサ ンタク ロー スか
らプ レゼ ン トを貰い、本 当に嬉 しそ うに喜 んでい る児童 の
皆 さんの姿 を見 ることができま した。

つ くし寮 北村 一毅

今年 の ク リスマス会 は、保護 者 の皆様 と一緒 にク リスマ スケー キ主 一
作 りを行いま した。

寮では利用者 の皆 さんの生活 を充実 させ てい くた めに、利 用者 自壬 ー
治会 を毎月行 っています。 自治会 を行 ってい く中で、おや つ作 りを t
開催 してお り、今 回は 「保護者 と一緒 におやつ作 り (ケー キ) をや至
りたい。J とい う要望の もと、 この よ うな会 にな りま した。 当 日は :
多 くの保護者 の皆様 の参加 もあ り、 とて も盛 り上が りま した。利用至 ー
者 の皆 さんか らは 「またや りたい」 とい った声 も聞かれ、満足 した 圭
表情 を浮 かべていま した。 ふ じみ寮 安蒜 勇人 年 、
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年男年女最年長 です ! ★今年 の運勢 ★ 【歌 を歌 う高橋守明 さん > 】

1月3 日、新年会 を行 いま した。新年会 の衣装 として、着
物 を着 てカ ツ ラを被 り様 々な仮装 を しま した。 カ ラオケ
が大好 きなあ年 め索 では、職員 が ギター を弾 きなが ら歌
を唄い、利 用者 の皆 さん は音楽 に合 わせ なが ら口ず さむ
方や踊 る方 な ど、それぞれ が笑顔 にな り盛 り上 がってい
ま した。 また、一人 ひ と りが福笑 い に挑 戦 し、個性 の あ
る顔 が 出来上 が りま した。 大好 きなお しるこも食 べ る事
ができ、お正月 を満 喫 した一 日とな りま した。

あや め寮 石井 夏美

S  涼 山寮 では1月 12 日、姉 崎神 社 に初 詣 に行 って きま
X した。毎年恒例 の初詣 は、晴天 に恵 まれ、無事、御祈
, 願 を実施 できま した。普段 、大人数 で出か けるこ とが
三 少 な く、利用者 の皆 さん も笑顔 いっぱいで楽 しんでい
, ま した。初詣後 は、海 ほた るに行 き、色々なお店 をみ
M た りして楽 しんでいま した。 涼 山寮 菅崎 鋼ー

T普段の 日中活動の様子です。
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